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日　　　程 行　　事　　名 実　施　場　所

 ８月２１日（土）東松島夏まつり 駅前通等（宮城県東松島市）

８月２２日（日）第５６回松島基地航空祭 松島基地（宮城県東松島市）

９月１１日（土）白瀬日本南極探検隊１００周年記念行事 秋田港（秋田県秋田市）

９月１９日（日）三沢基地航空祭 三沢基地（青森県三沢市）

９月２６日（日）東北方面隊創隊５０周年記念行事 霞目駐屯地（宮城県仙台市）

ブルーインパルス展示飛行スケジュール

サンライズ

バック・トゥ・バック ダブルロール・バック

東北のかなめ（第１２号）

　

８
月
22
日
（
日
）、
宮
城
県
東
松

島
市
の
航
空
自
衛
隊
松
島
基
地
に
お

い
て
、
今
年
創
設
50
周
年
を
迎
え
る

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
所
属
の
松
島
基

地
航
空
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
は
昭
和
35
年

３
月
、
初
代
Ｆ-

86
Ｆ
戦
闘
機
４
機

に
よ
り
正
式
に
創
設
後
、
昭
和
57
年

１
月
、
松
島
基
地
に
２
代
目
Ｔ-

２

の
戦
技
研
究
班
が
編
成
さ
れ
て
以
来

現
在
は
３
代
目
と
な
る
Ｔ-

４
に
よ

る
訓
練
・
展
示
飛
行
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
は
現
在
、
創

設
50
周
年
全
国
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て

お
り
、
今
年
の
松
島
基
地
航
空
祭
で

は
、こ
れ
ま
で
の
展
示
飛
行
に
加
え
、

新
た
に
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
披
露

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
足

を
運
ん
で
上
空
を
ご
覧
に
な
っ
て
下

さ
い
。

大空に「夢・感動」を描く  アクロバットチーム
東北方面隊創隊50 周年記念 ブルーインパルス50 周年記念　松島基地航空祭

ＰＨＯＴＯ ｂｙ ＥＩＳＵＫＥ．ＫＵＲＯＳＡＷＡ

協賛：東松島市商工会
後援：東松島市 松島基地 宮城県東松島市矢本字板取８５

コラボレーションイベント

東松島市主催演奏会
２１日（土）１１時（コミュニティーセンター）
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この「のぼり」が目印です
東北防衛局オリジナルグッズ

写真：昨年度の創隊記念行事の様子

「 郷
みちのく

土に半世紀  更なる飛躍へ」

　

９
月
26
日
（
日
）、
宮
城
県
仙
台

市
若
林
区
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
霞
目

駐
屯
地
飛
行
場
地
区
に
お
い
て
今
年

創
隊
50
周
年
を
迎
え
る
東
北
方
面
隊

の
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
隊
は
昭
和

35
年
１
月
に
創
設
さ
れ
、
管
内
に
第

６
師
団
（
山
形
県
東
根
市
）、
第
９

師
団
（
青
森
県
青
森
市
）
の
２
個
師

団
を
有
し
、
そ
の
隷
下
に
13
の
駐
屯

地
な
ど
を
配
置
し
、
地
域
に
お
け
る

防
衛
の
ほ
か
災
害
派
遣
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

記
念
行
事
で
は
、
式
典
、
観
閲
行

進
、
訓
練
展
示
な
ど
の
ほ
か
戦
車
の

体
験
搭
乗
や
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の

展
示
飛
行
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
当

日
は
東
北
方
面
隊
創
隊
50
周
年
記
念

曲
「
七
彩
の
奥
羽
国
」
が
初
披
露
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
開
催
前
の
24
・
25
日
に

は
、
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
に
て

東
北
方
面
音
楽
隊
に
よ
る
音
楽
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

行
事
開
催
当
日
に
は
東
北
防
衛
局

で
も
各
会
場
に
ブ
ー
ス
を
設
け
、
防

衛
政
策
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
局
作
成

装
備
品
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
な
ど
を
無

料
配
布
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

東北方面隊創隊50 周年記念
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　東北防衛局では、防衛省の施策や自衛隊の諸活動について理解を深めて
もらうため、職員が政策広報などを行っています。

　部隊の創立記念行事や音楽祭、艦艇広報などの催しの際に、防衛政策や自衛隊の諸活動を理解してもらうため、
政策パンフレットを説明・配布しています。また、防衛省・自衛隊への関心を深めてもらうため、局オリジナル
の装備品ポストカードや自衛隊航空機を模写した紙飛行機なども配布しています。今年は、初の試みとして、マ
ンガ防衛白書（海賊対処特集）の「読書コーナー」を開設しました。来場者からは、「人物がリアルで自衛隊が
どのような活動をしているのかすごく分かった。（11 才・男子）」・「２１世紀の海賊は宝探しや冒険をしないこ
とが分かった。（11才・男子）」など様々な感想が寄せられています。
　８月は、４日の青森港の艦艇広報、２２日の松島基地航空祭で、「青い腕章」を着用し、「青いのぼり」を立て
て活動しておりますので、お気軽にお声掛け・お立ち寄りください。

特集 : 政策広報活動実施中！！

マンガ防衛白書読書コーナー政策パンフレットの配布 東北防衛局のブース

担当者から

　一般的に、「防衛省」・「自衛隊」・「防衛政策」・「国際貢献」という言葉を見聞きすると、堅い・難しいと感じ
ると思います。また、「海賊対処」・「ＰＫＯ（国際連合平和維持活動）」など、よくテレビや新聞で目にしたり、
耳にしたりすると思いますが、実際、どんなことをやっているのか、知っている方は、意外と少ないのではない
でしょうか。
　あるＴＶ番組（学べるニュース）のように「自衛隊、そうだったのか！！」と言ってもらえるよう、私たちは、「ク
ニをマモル会社」の社員として、様々な工夫を行い今後も明るく皆さんに「クニをマモルための働きぶり」をＰ
Ｒするため頑張りますので、よろしくお願いします。

紙飛行機教室で子供たちに折り方を
指導する職員

政策広報担当者 マンガ防衛白書で防衛政策を説明する職員

イベント等における政策広報
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　当局では、タイムリーな各種防衛情報の発信を心がけており、今年６月から、新たに東北局管内の地域に密着
したコミュニティＦＭ放送２１局で「防衛省・東北防衛局がおくる日本の防衛Ｑ＆Ａ」の配信を始めております。
これまで自衛隊の任務、防衛出動の仕組み、自衛艦の進水式などのテーマで普段聞けないような豆知識などをユー
モアを交えて紹介しております。今後の放送日時等については、当局ホームページ（http://www.mod.go.jp/
rdb/tohoku/）をご覧ください。
　また、東北各地へ出掛け、防衛問題セミナーや防衛政策の講演など様々な政策広報活動も行っております。

ＦＭラジオでの収録状況 防衛政策の講演（講師派遣）防衛問題セミナー

エリア 放　　送　　局

青森県 ・ＦＭ アップルウェーブ(78.8MHZ)・ＦＭ ＪＡＩＧＯ ＷＡＶＥ(78.8MHZ)・ＦＭ ＡＺＵＲ(76.2MHZ)・ＢＥ ＦＭ (76.5MHZ)

岩手県 ・ラヂオもりおか (76.9MHZ)・奥州エフエム (77.8MHZ)

秋田県 ・エフエム椿台 (79.6MHZ)・ＦＭゆーとぴあ (76.3MHZ)・ＡＣＢ(76.5MHZ)

宮城県 ・ｆｍ いずみ (79.7MHZ)・ＢＡＹ ＷＡＶＥ(76.3MHZ)・エフエムいわぬま (77.9MHZ)・ラジオ石巻 (76.4MHZ)・ラジオ３(76.2MHZ)

山形県 ・ハーバーラジオ (76.1MHZ)・ラジオモンスター (76.2MHZ)

福島県 ・ＦＭ 愛 ｓ́ (76.2MHZ)・ＦＭ-ＰＯＣＯ(76.2MHZ)・ＫＩＴＡＫＡＴＡ ＣＩＴＹ ＦＭ(78.2MHZ)・ＳＥＡ ＷＡＶＥ ＦＭいわき(76.2MHZ)・エフエムモットコム(76.4MHZ)

「防衛省・東北防衛局がおくる日本の防衛Ｑ＆Ａ」放送局

その他の政策広報

防衛問題セミナー開催 我が国の防衛政策と国際貢献（ハイチＰＫＯ）

　当局は、７月２２日、山形県酒田市で「我が国の防衛政策と国際貢献」と
題した本年度第１回目となる防衛問題セミナーを、開催地の酒田市を始め酒
田商工会議所や地元新聞社、ＦＭ局などの後援を得て開催しました。
　増田局長の挨拶に続き、岩田企画部長から、中国の装備の近代化や海洋調
査の問題、北朝鮮のミサイル・核問題、ロシアの爆撃機などによる領空侵犯
があること、また、近年の自衛隊は、国土防衛、治安維持、災害派遣の従来
からの任務に加え、ＰＫＯ、海賊対処などの任務も付与されていることなど
について、様々なスライドを使用して分かりやすく説明しました。
　ハイチ派遣国際救援隊に派遣された中央即応集団司令部の鈴木3等陸佐か

らは、現地における活動状況などの体験談が披露され、参加者からは、「自衛隊の活動が非常に大きな力になっ
ていると感じた」などの感想が寄せられました。
　講演後、「仮に他国が侵略してきた場合の対応は、大丈夫か」との質問に対し講師から丁寧に説明したほか、「外
国での活動をもっと紹介してほしい」、「災害派遣などの自衛隊の活動内容をもっと国民に知らせるべき」などの
意見が寄せられました。
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局非常事態対応説明会実施

参　加　予　定　訓　練 開　催　時　期 開　催　地

　東北方面隊震災対処訓練 　平成２２年１１月予定 　宮城県仙台市

　青森県原子力防災訓練 　平成２３年２月予定 　青森県上北郡六ケ所村

　青森県・岩手県国民保護共同図上訓練 　平成２２年度内 　青森県・岩手県

　当局では、大規模自然災害や重大事故が発生した際の職員の対処要領を

定めており、６月１４日から２８日にかけて計４回、本対処要領の職員へ

の説明会を行いました。

　説明会では、局防衛補佐官山口１等陸佐から、昨年度末にこれまで当局

で実施した訓練や関係機関の防災訓練等への参加経験を踏まえ、連絡体制

や安否確認方法などを見直した要領の改正点のほか、これまで多くの災害

派遣に従事した経験談や、今後３０年で９９％発生するといわれている宮

城県沖地震の確率などについても説明があり、職員は改正点を理解すると

ともに、災害等に対する心構えを新たにしました。

　当局では、大規模災害や重大事故などの非常事態が発生した際、自衛隊の活動が円滑に行われるよう局の態勢

整備を行っており、夜間や休日にも２４時間態勢で対応できるよう当直職員を配置しています。

　また、各県の災害・危機管理担当部署や自衛隊の部隊等と連携を強化するため、各機関の実施する防災訓練や

国民保護訓練に積極的に参加するとともに、当局主催の東北６県危機管理担当者と自衛隊との意見交換も行って

います。

　最近では、平成２２年２月のチリ沖地震による津波が東北地方に到着した際、管内に被害が発生していないか

情報収集を行いました。また、平成２０年６月に発生した岩手・宮城内陸地震の際は、局職員を現地に派遣し、

被災建物の解体にあたる自衛隊の部隊に対し技術的支援を行うなどの活動も実施しています。

岩手・宮城内陸地震への技術支援活動 危機管理担当者連絡会議東北防衛局震災対処訓練

部隊等との連携強化活動
～災害等に対応するために～

非常事態対応

当局が今後参加を予定している訓練等

※　この他に東北各県が実施する総合防災訓練等を研修する予定です。
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　運が良ければ野生の
「カモシカ」に会えるよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　岩手駐屯地
　　　　　　　　　　　　　創立記念行事　6/13

弘前駐屯地
創立記念行事　4/25
　「戦車って丈夫だね」

「将来は自衛官になろう」

海自大湊地方隊
ちびっ子ヤング大会　6/5
　　　　　ご当地キャラ「ムッシュ・
　　　　　ムシュランⅠ世」たちと
　　　　　一緒に「ハイ・ポーズ」

大滝根山分屯基地
創設記念行事　6/6

　「自衛隊って、初めて見る
ものばかりで面白いな！」

ソマリア沖派遣Ｐ３-Ｃ部隊帰国

部隊記念行事等

青森駐屯地　
創立記念行事  6/6
「ビシッと決まっているよ！」

イベントギャラリー

隊員や家族らが出迎え

　６月１０日、ソマリア沖海賊対処行動第３次隊に従事した海上自衛

隊八戸航空基地所属の隊員３５名とＰ３-Ｃ哨戒機２機が約４ヶ月の任

務を終え無事帰隊し、その帰国式が同基地で行われました。

　部隊指揮官清水２等海佐からの帰国報告後、山本第２航空群司令が

「不慣れな環境をものともせず高い秩序と規律を保ちながら任務を遂行

した」と北澤防衛相の訓示を代読し労をねぎらい式典を終えました。

　帰国式典には隊員や家族約２３０人が出席し、帰隊した隊員を拍手

で出迎えました。

ふれあい広場
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８月

９月

　※　表紙の写真は、友好親善のため７月２３日から２６日まで仙台港に寄港した米海軍イージス艦「ラッセル」です。

10月

- Information -

東北の自衛隊広報行事

※事前の申し込み、入場整理券等が必要なイベントもありますので、お出かけの前に問い合わせ先にご確認ください。

　自衛隊（東北管内）が今後予定している広報行事等は次のとおりです。是非、見に来てください。

開　催　日 イ　ベ　ン　ト　名 開　催　場　所 問 い 合 わ せ 先

陸 　８月　４日（水） 仙台駐屯地夏祭り 仙台駐屯地
仙台駐屯地広報班　　　
　　　　022-231-1111

陸 　８月　４日（水） 霞目駐屯地納涼盆踊り 霞目駐屯地
霞目駐屯地広報室　　　
　　　　022-286-3101

陸 　８月　５日（木） 八戸駐屯地納涼盆踊り 八戸駐屯地
八戸駐屯地司令業務室　
　　　　0178-28-3111

陸 　８月　６日（金） 秋田駐屯地夏祭り 秋田駐屯地
秋田駐屯地広報室　　　
　　　　018-845-0125

海
　８月　７日（土）

　　　　８日（日）
酒田港まつり 山形県酒田港

山形地方協力本部　　　
　　　　023-622-0711

陸
　８月１９日（木）

予備日２０日（金）
青森駐屯地盆踊り大会 青森駐屯地

青森駐屯地司令職務室　

　　　　017-781-0161

空 　８月２２日（日） 第５６回松島基地航空祭 松島基地
松島基地広報班　　　　

　　　　0225-82-2111

陸 　９月　５日（日） 秋田駐屯地創立５８周年記念行事 秋田駐屯地
秋田駐屯地広報室　　　
　　　　018-845-0125

海 　９月１８日（土）
八戸航空基地開隊

　　５３周年記念行事
八戸航空基地

第２航空群広報室　　　
　　　　0178-28-3011

空 　９月１９日（日） 三沢基地航空祭 三沢基地
三沢基地渉外室　　　　

　　　　0176-53-4121

陸
　９月２４日（金）

　　　２５日（土）
東北方面音楽フェスティバル 仙台サンプラザホール

東北方面総監部広報室　

　　　　022-231-1111

陸 　９月２６日（日） 東北方面隊創隊５０周年記念行事 霞目駐屯地
東北方面総監部広報室　

　　　　022-231-1111

陸 １０月１７日（日） 大和駐屯地創立５４周年記念行事 大和駐屯地
大和駐屯地広報班　　　

　　　　022-345-2191

陸 １０月１７日（日） 福島駐屯地創立５７周年記念行事 福島駐屯地
福島駐屯地広報室　　　
　　　　024-593-1212

陸 １０月２４日（日）
平成２２年度自衛隊創立記念行事

（市中パレード）
弘前市内

弘前駐屯地広報室　　　
　　　　024-951-0225

陸 １０月２５日（月）
自衛隊記念日関連行事

（秋田自衛隊音楽まつり）
秋田市民文化会館

秋田駐屯地広報室　　　

　　　　018-845-0125

　７月２４日、２５日の両日宮城地方協力本部

のイベントである「自衛艦 in 仙台港」のため

海上自衛隊「こんごう」と「すずなみ」が、ま

た日米友好親善のため米海軍「ラッセル」が寄

港し、一般公開されました。

　 「ラッセル」「こんごう」と「すずなみ」

仙台港に自衛艦と米海軍イージス艦寄港
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